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組
合
と
商
業
登
記
の
関
係

権
利
関
係
な
ど
を
公
示
す
る
た
め
法
務
局
（
登

記
所
）に
備
え
る
登
記
簿
に
記
載
す
る
こ
と
を「
登

記
」
と
言
い
ま
す
。

主
な
登
記
の
種
類
に
は
、
不
動
産
登
記
、
船
舶

登
記
な
ど
が
あ
り
、
組
合
運
営
に
特
に
関
係
が
深

い
の
が
「
商
業
登
記
」
で
す
。

会
社
法
や
商
法
の
規
定
に
よ
り
、
会
社
、
商
人

に
関
す
る
一
定
の
事
項
を
登
記
し
ま
す
。

取
引
の
安
全
を
重
視
す
る
商
法
の
世
界
に
お
い

て
、
取
引
の
相
手
が
ど
の
よ
う
な
者
か
調
べ
る
便

宜
の
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
一
定
の
事
項
を
公
示

し
て
お
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

登
記
手
続
き

登
記
事
項

皆
さ
ん
は
、
組
合
の
登
記
簿
を
ご
覧
に
な
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
も
し
、
ご
覧
に
な
っ
た
こ

と
が
な
け
れ
ば
、
是
非
、
こ
の
機
会
に
確
認
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

法
務
局
な
ど
で
入
手
で
き
る
登
記
内
容
が
記
さ

れ
た
「
履
行
事
項
全
部
証
明
書
」
に
は
、
主
に
下

記
の
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
名
称
　
・
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
　
・
法
人

成
立
の
年
月
日
　
・
目
的
等
（
＝
事
業
）　
・
役

員
に
関
す
る
事
項（
＝
代
表
理
事
の
氏
名
、住
所
）・

公
告
※
の
方
法
　
・
出
資
一
口
の
金
額
　
・
出
資

の
総
口
数
　
・
払
込
済
出
資
総
額
　
・
出
資
払
込

の
方
法
　
・
地
区
　
　
他

す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
事
項
が
登
記
事
項
と
な

り
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
従
た
る
事
務
所
を
設
け

る
場
合
に
は
、
そ
の
所
在
地
な
ど
も
登
記
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

登
記
の
申
請
は
、
一
般
に
当
事
者
（
組
合
の
代

表
者
）、
ま
た
は
、
そ
の
代
理
人
が
自
ら
行
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
以
前
は
、
登
記
所
へ
出
頭

し
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
、

郵
便
で
の
登
記
申
請
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

登
記
期
間

登
記
す
べ
き
事
実
の
発
生
後
、
一
定
の
期
間
内

に
そ
の
申
請
を
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
次
頁

表
を
参
照
）。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
登
記
の
申
請

を
し
た
場
合
で
も
、
登
記
は
受
理
さ
れ
、
そ
の
効

力
に
は
影
響
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
登
記
義
務

者
で
あ
る
組
合
の
代
表
者
は
、
登
記
を
怠
っ
た
こ

と
に
よ
る
過
料
の
制
裁
（
二
〇
万
円
以
下
）
を
受

け
る
こ
と
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

特集

登記とは、法に定められた一定の事柄を帳簿や台帳に記載することを言います。
組合運営に携わる皆さんは、組合の設立や運営に際し、法人登記が必要であることはご存じのこ

とと思います。代表者の変更、事務所の移転、出資総額の変更など、その時々で変更登記が必要で
あり、思いのほか変更登記を要する機会は多いものです。
「代表理事は変わっていないから、変更登記はしていない」。そういった話を伺うこともありますが、
この場合でも“重任”登記が必要であり、そのまま放っておくと“過料”が課される場合があります。
今回の特集では、年度末も近いことから、この「登記」の概要について改めて知っていただき、

これからの組合運営にお役立ていただければと思います。

組合運営と『登記』の実務
～変更登記をお忘れなく～

 

※
一
口
メ
モ

　　「
公
告
」
と
は
、
政
府
、
公
共
団
体
（
＝
株

式
会
社
や
組
合
他
）
が
、
あ
る
事
項
を
広
く
一

般
に
知
ら
せ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
公
人
、
私
人

が
法
令
上
の
義
務
に
よ
り
、
特
定
の
事
項
を
広

く
一
般
に
知
ら
せ
る
こ
と
。
例
え
ば
組
合
の「
解

散
公
告
」
な
ど
で
す
。
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知
っ
て
お
き
た
い

主
な
変
更
登
記
の
ポ
イ
ン
ト

①
主
た
る
事
務
所
移
転
の
登
記

代
表
理
事
の
変
更
な
ど
に
よ
り
組
合
事
務
所
を

移
転
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

事
務
所
の
移
転
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
在
地
で

あ
る
最
小
行
政
区
画
（
例
：
静
岡
市
、
浜
松
市
、

沼
津
市
）
が
変
更
に
な
る
場
合
、
総
会
で
定
款
変

更
を
決
議
し
た
う
え
で
、
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ

て
「
移
転
の
時
期
」、「
場
所
（
最
小
行
政
区
域
内

の
具
体
的
場
所
）」
を
定
め
ま
す
。

一
方
、
定
款
に
定
め
る
事
務
所
の
所
在
地
の
範

囲
内
で
移
転
す
る
と
き
は
、
定
款
の
変
更
は
不
要

で
あ
り
、理
事
会
の
決
議
の
み
で
足
り
ま
す
。（
中

央
会
、
役
所
等
へ
の
「
移
転
届
」
の
提
出
は
必
要

で
す
。
登
記
住
所
は
変
わ
ら
ず
、
連
絡
先
住
所
の

み
変
更
す
る
場
合
に
も
中
央
会
へ
移
転
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
）

登
記
所
の
管
轄
区
域
外
へ
移
転
し
た
場
合
は
、

主
た
る
事
務
所
の
移
転
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
旧

所
在
地
に
お
け
る
登
記
の
申
請
書
と
新
所
在
地
に

お
け
る
登
記
の
申
請
書
と
を
同
時
に
、
旧
所
在
地

を
管
轄
す
る
登
記
所
に
提
出
し
ま
す
。

〈
登
記
の
際
に
必
要
な
主
な
書
面
〉

・
変
更
登
記
申
請
書

・
総
会
議
事
録

・
定
款
変
更
認
可
書
（
定
款
変
更
が
あ
っ
た
場
合
）

・
理
事
会
議
事
録

・
委
任
状
（
代
理
人
に
よ
る
申
請
の
場
合
）
な
ど

登記の種類 登記申請人 登　記　期　間

１．設立の登記 代表理事 ・出資払込完了の日から２週間以内

２．従たる事務所での設立の登記 代表理事 ・設立の登記をした後２週間以内

３．従たる事務所の新設の登記 代表理事 ・主たる事務所の所在地２週間以内
・従たる事務所の所在地３週間以内

４．主たる事務所の移転の登記 代表理事 ・２週間以内（旧所在地に同時申請）

５．従たる事務所の移転の登記 代表理事 ・旧所在地３週間以内
・新所在地４週間以内

６．組合法、団体法に定める
　　登記事項の変更の登記
例；��名称変更、地区の変更、代表
者の変更、事業の追加・削除、
出資総額の変更、出資一口の
金額の変更、清算人の就任　
など

代表理事
（または代表清算人）

・主たる事務所の所在地２週間以内
・従たる事務所の所在地３週間以内
・��出資口数、払込済出資総額変更の場合は
事業年度末日現在により事業年度終了
後、主たる事務所の所在地４週間以内、
従たる事務所の所在地５週間以内

７．参事の登記 代表理事 ・参事を置いた事務所の所在地２週間以内

８．解散の登記
　　（合併及び破産の場合を除く）代表理事

・主たる事務所の所在地２週間以内
・従たる事務所の所在地３週間以内

９．合併の登記

合併によって存続する組合
または新設される組合の代
表理事
上記の代表理事は合併によ
る解散登記申請についても
消滅組合を代表する

・主たる事務所の所在地２週間以内
・従たる事務所の所在地３週間以内

10．清算結了の登記 代表清算人 ・主たる事務所の所在地２週間以内
・従たる事務所の所在地３週間以内

登記の種類による申請人、登記期間一覧
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②
組
合
の
名
称
、
地
区
、
公
告
方
法
の
変
更
登
記

名
称
、
地
区
、
公
告
方
法
は
、
定
款
の
絶
対
的

必
要
記
載
事
項
で
あ
る
た
め
、
総
会
（
総
代
会
）

の
特
別
議
決
を
経
て
行
政
庁
の
認
可
を
受
け
な
け

れ
ば
変
更
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
事
項
を
変
更
し
た
場
合
に
は
、
定
款

変
更
の
認
可
を
受
け
た
日
か
ら
、
二
週
間
以
内
に

変
更
登
記
申
請
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

③
事
業
の
変
更
の
登
記

組
合
は
、
定
款
変
更
の
手
続
に
よ
っ
て
事
業
を

変
更
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、
組
合
は
、

登
記
し
て
あ
る
事
業
の
み
、
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

組
合
が
事
業
を
変
更
（
追
加
、
削
除
等
）
し
た

と
き
は
、
定
款
変
更
に
関
す
る
行
政
庁
の
認
可
の

日
か
ら
二
週
間
以
内
に
変
更
登
記
の
申
請
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

  

多
く
の
組
合
で
二
年
に
一
度
は
必
要
！

④
代
表
権
を
有
す
る
者
の
変
更
の
登
記

組
合
は
、
代
表
権
を
有
す
る
者
（
代
表
理
事
、

連
合
会
の
場
合
は
会
長
）
の
氏
名
、
住
所
（
個
人

住
所
）、
資
格
に
つ
い
て
登
記
し
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
例
え
ば
、
氏
名
・

住
所
（
個
人
）
の
変
更
、就
任
（
重
任
※
を
含
む
）、

死
亡
、
辞
任
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
二
週
間

以
内
に
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
に
お
い
て
変
更

の
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〈
登
記
の
際
に
必
要
な
主
な
書
面
〉

・
変
更
登
記
申
請
書
（
※
上
記
記
載
例
参
照
）

・
定
款

・��

代
表
理
事
が
理
事
に
選
出
さ
れ
た
際
の
総
会
議

事
録

・
代
表
理
事
の
選
定
に
関
す
る
理
事
会
議
事
録

・
死
亡
診
断
書
等
（
死
亡
に
よ
る
退
任
の
場
合
）

・
新
代
表
理
事
（
個
人
）
の
印
鑑
証
明
※　

な
ど

　＊記載例（代表理事重任※の場合）
　　　　　　　　　事業協同組合変更登記申請書

１．名　称 〇〇協同組合

１．主たる事務所 〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号

１．登記の事由 代表権を有する者の変更

１．登記すべき事項 平成〇年〇月〇日　代表理事　〇〇〇〇 重任※
 ●●市●●町●丁目●番●号（個人住所）

１．添付書類 定款 １通
 総会議事録 １通
 理事会議事録 １通
 就任承諾書は、理事会議事録の記載を援用
 （理事会で代表理事の就任を承諾した場合）
 委任状 １通 ＊代理人に委任する場合

　上記のとおり登記の申請をします。
　　平成〇年〇月〇日
　　　〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
　　　　申請人　　　〇〇協同組合
　　　　（個人住所）
　　　　代表理事　　〇〇〇〇
　　　　（個人住所）
　　　　上記代理人　□□□□　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先の電話番号）
静岡地方法務局　御中

 

※
一
口
メ
モ

　　「
重
任
」
と
は
、「
任
期
満
了
後
に
直
ち
に
就

任
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
、
同
一
人
の
退
任
（
任

期
満
了
に
限
る
）
と
就
任
が
連
続
し
て
行
わ
れ

る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
任
期
満
了
で
、
同
じ

人
物
が
代
表
理
事
に
就
任
し
た
場
合
で
も
、「
重

任
」
登
記
が
必
要
で
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
！
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意
外
と
忘
れ
が
ち
！

⑤
出
資
の
総
口
数
、
払
込
済
出
資
総
額
の

変
更
の
登
記

組
合
員
の
加
入
や
脱
退
な
ど
に
よ
り
、
組
合
の

出
資
総
額
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に
は
、
変
更
登

記
が
必
要
で
す
。

登
記
の
期
間
は
、
変
更
の
都
度
、
登
記
し
て
も

構
い
ま
せ
ん
が
、
毎
事
業
年
度
末
日
現
在
の
出
資

総
口
数
、
払
込
済
出
資
総
額
に
つ
い
て
、
当
該
年

度
が
終
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
主
た
る
事
務
所
の

所
在
地
に
お
い
て
四
週
間
以
内
に
す
れ
ば
良
い
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
決
算
期
が
三
月
末
日
の
組
合
は
、
四

月
二
八
日
ま
で
に
変
更
登
記
が
必
要
で
あ
り
、
多

く
の
場
合
、
五
月
ま
た
は
六
月
ま
で
に
開
催
さ
れ

る
通
常
総
会
よ
り
も
先
に
変
更
登
記
を
要
す
る
こ

と
に
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
登
記
の
際
に
必
要
な
主
な
書
面
〉

・
変
更
登
記
申
請
書

・
監
事
証
明
※

登
記
の
申
請
書
に
押
印
す
べ
き
者
（
＝
組
合
の

代
表
者
）
は
、
あ
ら
か
じ
め
登
記
所
に
印
鑑
（
代

表
理
事
印
）
の
使
用
者
と
し
て
届
出
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
代
表
理
事
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
に

は
、
代
表
者
の
変
更
登
記
と
併
せ
て
、
印
鑑
の
届

出
を
し
ま
す
。
印
鑑
の
届
出
は
、
登
記
所
の
窓
口

や
法
務
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
無
料
で
入
手
で
き

る
「
印
鑑
（
改
印
）
届
書
」
を
用
い
て
行
い
ま
す
。

 

※
一
口
メ
モ

　　「
監
事
証
明
」
は
、
組
合
の
監
事
が
①
出
資

の
総
口
数
、
②
払
込
済
出
資
総
額
を
記
入
し
た

書
面
に
記
名
押
印
し
て
作
成
し
ま
す
。

 

※
一
口
メ
モ

　　
代
表
理
事
の
「
重
任
」
登
記
の
際
は
、
印
鑑

証
明
は
不
要
で
す
。
ま
た
、
旧
代
表
理
事
が
役

員
に
残
り
、
新
し
い
代
表
理
事
を
選
定
し
た
理

事
会
に
旧
代
表
理
事
が
出
席
し
た
場
合
に
も
、

印
鑑
証
明
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
後

述
す
る
印
鑑
届
の
提
出
の
際
に
、
新
代
表
理
事

の
印
鑑
証
明
は
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳
細
は
、

中
央
会
ま
た
は
専
門
家
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

＊代表理事印

＊代表理事の
　個人の実印
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※�

前
頁
「
印
鑑
（
改
印
）
届
書
（
記
載
例
）」
参
照

な
お
、
提
出
の
際
、
作
成
後
三
カ
月
以
内
の
代

表
理
事
個
人
の
印
鑑
証
明
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

登
記
所
へ
の
登
記
申
請
は
、
組
合
の
代
表
者
、

ま
た
は
、
そ
の
代
理
人
が
行
い
ま
す
。

組
合
の
登
記
に
お
け
る
代
理
人
は
、
専
門
家
で

あ
る
「
司
法
書
士
」
や
「
行
政
書
士
」
と
い

う
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

代
理
人
に
申
請
手
続
き
を
委
任
す
る
場
合

に
は
、「
委
任
状
」
を
作
成
し
ま
す
。
委
任

状
と
は
、第
三
者
に
何
か
を
依
頼
す
る
と
き
、

そ
の
意
思
表
示
を
書
き
記
す
文
書
の
こ
と
で

す
。

〈
委
任
状
に
記
載
す
る
主
な
内
容
〉

・
委
任
す
る
相
手
の
氏
名
（
個
人
住
所
）

・
委
任
す
る
内
容

・
委
任
し
た
日
に
ち

・
委
任
し
た
本
人
の
氏
名

（
組
合
名
、
代
表
理
事
名
）

・
押
印

（
法
務
局
に
登
記
し
て
あ
る
代
表
理
事
印
）

組
合
運
営
に
係
る
登
記
申
請
は
、
一
度
、
ご
自

身
で
行
っ
て
み
る
と
意
外
と
身
に
つ
く
も
の
で

す
。
し
か
し
、
専
門
的
知
識
が
必
要
な
ケ
ー
ス
も

多
く
、
行
政
書
士
や
司
法
書
士
な
ど
専
門
家
を
活

用
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
定
款
変
更
や

登
記
申
請
に
関
す
る
ご
質
問
等
は
中
央
会
に
、
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

電
話
：
〇
五
四
–
二
五
四
–
一
五
一
一

静
岡
地
方
法
務
局
「
焼
津
出
張
所
」、「
島
田
出

張
所
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
業
務
を
終
了
し
、「
藤
枝

出
張
所
」
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、「
藤
枝

出
張
所
」
は
平
成
二
七
年
一
月
一
三
日
よ
り
、「
藤

枝
支
局
」
と
な
り
ま
し
た
。

＊委任状（参考例）
委　任　状

〇県〇市〇町〇丁目〇番〇号　　◎◎◎◎
私は、上記の者を代理人に定め、下記の権限を委任する。

記
１．代表理事変更の登記申請に関する一切の権限
１．主たる事務所移転の登記申請に関する一切の権限
１．申請書補正のための取下げの権限
１．原本還付請求※及び受領の件

平成〇〇年〇月〇日　　〇〇市〇町〇丁目〇番〇号
　申 請 人 〇〇〇〇協同組合
 代表理事　　〇〇〇〇　㊞（代表理事印）

〈静岡地方法務局　藤枝支局〉

〒426-0037
　藤枝市青木一丁目4番1号
　（＊JR藤枝駅北口から徒歩約8分）

電話：054-641-1158
　　　054-641-1557

（証明書窓口）

 

※
一
口
メ
モ

　　
登
記
申
請
書
に
添
付
し
た
書
類
を
他
で
も
使

用
し
た
い
場
合
な
ど
、
原
本
還
付
の
請
求
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
受
付
処
理
後
、
原
本
が
返
却

さ
れ
ま
す
。「
定
款
変
更
認
可
書
」
な
ど
は
、

組
合
に
原
本
を
備
え
る
も
の
で
あ
り
、
必
ず
原

本
の
還
付
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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静岡県就業支援局からのお知らせ
平成27年4月1日から利用料金一部値下げ！
静岡県労政会館をご利用ください

　静岡県労政会館は、県内3か所にある会議室等の有料貸出施設です。
　平成27年4月1日から労働関係者の利用料金が値下げされます。
　（労働関係者以外の利用料金はそのままです。）この機会に、是非ご利用をご検討ください！

沼津労政会館 静岡労政会館 浜松労政会館
利用料が安い！ 駅から近い！ 駐車場が広い！

 

労政会館単独施設
3階建て

静岡県勤労者総合会館
4〜6階が労政会館フロア

浜松商工会議所会館
7階が労政会館フロア

・ホール （132人）〔200人〕 ・ホール   （312人）〔510人〕 ・第1会議室 （96人）
・第1会議室 （100人） ・第1会議室 （ 18人） ・第2〜3会議室 （42人）
・第2会議室 （ 50人） ・第2〜第4会議室 （ 30人） ・第4会議室 （36人）
・第3会議室 （ 30人） ・第1〜第2研修室 （ 30人） ・第5会議室 （24人）
・第4会議室 （ 18人） ・視聴覚室 （ 63人） ※ 第1会議室と第2会議室は一体で

使用が可能（138人）・日本間 （ 10人） ・展示室 （ 63人）
・日本間 （ 18人）
※ 展示室と第3会議室は一体で使用

可能（93人）

沼津市高島本町1-3

℡055-921-5221
【駐車場】あり（台数制限あり）
JR沼津駅北口より徒歩10分

静岡市葵区黒金町5-1
静岡県勤労者総合会館内
℡054-221-6280

【駐車場】なし
（主催者のみ許可制で使用可）
JR静岡駅北口より徒歩7分　

浜松市中区東伊場2-7-1
浜松商工会議所会館内
℡053-454-5491

【駐車場】あり（120台収容）

【お問い合わせ先】上記各労政会館へ。
施設の詳細、新料金等についてはホームページをご覧ください。
http：//www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-210/sisetu/roukaikan.html

〇開館時間：9：00〜21：00（日曜日は9：00〜17：00）
〇休 館 日：毎月第4日曜日、年末年始（12月29日〜翌年1月3日）
〇会議室等の利用に伴い必要な場合は、プロジェクター等附帯設備の有料貸出も行っています。

※（　）かっこ内の人数は定員。ホールの〔　〕かっこ内の人数は机がない場合の定員。
※ 「労働関係者」とは、①国・県・市町の労働関係機関②労働組合③労働行政を推進または補完する団体④企業・団体

が労働者福祉増進のために利用する場合（目的が営利的なものを除く。具体的には、採用試験関係（雇用関係が生じ
ることを前提としたもの）や新入社員研修等）です。詳細は、利用予定の労政会館にお問い合わせ下さい。
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中
央
会
で
は
、
二
月
四
日
、
静
岡
市
駿
河
区
の

ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
静
岡
で
、
平
成
二
六
年
度

の
表
彰
式
典
を
開
催
し
た
。

式
典
に
は
、
川
勝
平
太
静
岡
県
知
事
や
柳
瀨
倫

明
静
岡
労
働
局
長
を
は
じ
め
行
政
、
産
業
支
援
機

関
ら
多
数
の
来
賓
が
臨
席
。
中
小
企
業
の
振
興
に

貢
献
し
た
功
労
者
、
組
合
が
表
彰
さ
れ
約
二
〇
〇

人
が
出
席
し
た
。

山
内
致
雄
副
会
長
は
、「
中
小
企
業
が
景
気
回

復
を
実
感
し
て
こ
そ
真
の
景
気
回
復
。
そ
の
た
め

に
は
、
皆
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍
と
尽
力
が
不
可

欠
で
あ
り
、
そ
の
先
に
明
る
い
未
来
が
訪
れ
る
と

確
信
し
て
い
る
。
中
央
会
も
引
き
続
き
、
全
力
で

事
業
に
取
り
組
み
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。

川
勝
知
事
は
、「
受
賞
者
の
皆
さ
ん
は
、
静
岡
県

の
誇
り
。
少
し
ず
つ
追
い
風
の
吹
く
県
内
経
済
を
、

引
き
続
き
牽
引
し
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

柳
瀨
労
働
局
長
は
、「
地
域
創
生
、
経
済
活
性

化
の
た
め
に
は
、
職
場
環
境
が
大
切
。
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

に
尽
力
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
協
同
組
合
島
田
計
器
部
品

セ
ン
タ
ー
の
鈴
木
正
隆
理
事
長
は
、「
中
小
企
業

が
経
済
活
性
化
の
原
動
力
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘

じ
、
こ
の
受
賞
を
機
に
、
さ
ら
に
組
合
、
経
営
者
、

従
業
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
毅
然
と
し
て
こ
の
難

局
に
立
ち
向
か
い
た
い
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

ま
た
、表
彰
終
了
後
に
は
ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
、

独
唱
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
、
祝
い

の
席
に
花
を
添
え
た
。

受
賞
者
・
受
賞
組
合
は
次
の
と
お
り（
敬
称
略
）。

表
彰
式
典
6組合1社
231人が
栄えある
受賞

▲柳瀨労働局長 ▲川勝知事

▲山内副会長

▲県知事表彰受賞者▲ミニコンサートの様子

▼謝辞を述べる鈴木理事長
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●
知
事
表
彰
　
産
業
振
興
功
労
表
彰

西
尾
善
次

　

静
岡
県
溶
接
工
業
協
同
組
合 

理
事
長

鈴
木
正
隆

　

協
同
組
合
島
田
計
器
部
品
セ
ン
タ
ー 

理
事
長

青
島
育
男

　

静
岡
県
ク
レ
ー
ン
建
設
工
業
組
合 

理
事
長

野
村
玲
三

　

静
岡
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合 

副
理
事
長

●
産
業
振
興
知
事
褒
賞
　
組
合
功
労
者

久
保
田
博
明

　

沼
津
鉄
工
機
械
工
業
協
同
組
合 

理
事
長

鈴
木
國
近

　

島
田
鉄
工
協
同
組
合 

理
事
長

松
田
良
克

　

掛
川
電
気
工
業
協
同
組
合 

理
事
長

川
邊
　
哲

　

商
店
街
振
興
組
合
静
岡
呉
服
町
名
店
街 

理
事
長

●
産
業
振
興
知
事
褒
賞
　
優
良
組
合

沼
津
設
計
監
理
協
同
組
合

 

︵
沼
津
市
・
竹
村
喜
次 

理
事
長
︶

静
岡
県
大
井
川
地
区自動

車
運
送
事
業
協
同
組
合

 

︵
島
田
市
・
菊
地
久
喜 

理
事
長
︶

焼
津
資
源
開
発
事
業
協
同
組
合

 

︵
焼
津
市
・
鈴
木
敏
三 

理
事
長
︶

静
岡
県
流
通
事
業
協
同
組
合

 

︵
静
岡
市
駿
河
区
・
高
橋
一
義 

理
事
長
︶

協
同
組
合
浜
松
物
流
シ
ス
テ
ム

 

︵
浜
松
市
東
区
・
片
岡　

薫 

理
事
長
︶

浜
松
果
物
商
業
協
同
組
合

 

︵
浜
松
市
南
区
・
松
本
光
由 

理
事
長
︶

●
労
務
管
理
優
良
事
業
所
知
事
褒
賞

株
式
会
社
パ
ロ
ン

 

︵
静
岡
市
駿
河
区
・

一
色
伸
一�

代
表
取
締
役
社
長
）

●
組
合
優
良
職
員

吉
村
　
洋
一 

 

静
岡
県
経
友
会
事
業
協
同
組
合

 

専
務
理
事

古
屋
　
里
美 

 

三
島
沢
地
工
業
団
地
協
同
組
合

事
務
局

田
渡
ち
は
る 

 

伊
東
温
泉
旅
館
ホ
テ
ル
協
同
組
合

事
務
局

市
川
　
　
保 

 

協
同
組
合
焼
津
水
産
加
工
セ
ン
タ
ー

常
務
理
事

鈴
木
由
美
子 

 

静
岡
県
石
油
業
協
同
組
合 

事
務
局

松
浦
　
知
子 

静
岡
ツ
キ
板
協
同
組
合 

事
務
局
長

伊
藤
　
正
子 

 

北
遠
建
設
事
業
協
同
組
合 

事
務
局

今
田
　
周
作 

 

協
同
組
合
浜
松
卸
商
セ
ン
タ
ー課長

鈴
木
敦
子 

 

袋
井
地
区
建
設
事
業
協
同
組
合

事
務
局

●
永
年
勤
続
優
良
従
業
員

・
勤
続
三
五
年
以
上
の
部 

三
〇
人

・
勤
続
二
五
年
以
上
の
部 

五
七
人

・
勤
続
一
五
年
以
上
の
部 

一
二
七
人

県
知
事
表
彰
・
褒
賞

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰

▲中央会会長表彰受賞者
　組合優良職員

▼県知事褒賞受賞者・組合功労者

▼県知事褒賞受賞者・優良組合

▼県知事褒賞受賞者・㈱パロン
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焼
津
市
内
の
造
園
業
者
一
二
社
で
構

成
さ
れ
る
焼
津
環
境
緑
化
事
業
協
同
組

合
（
村
田
昌
弘
理
事
長
）
は
、
一
月

三
一
日
、
焼
津
市
の
石
津
中
央
公
園
で

「
剪
定
教
室
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
市
の
広
報
な
ど
を
見
て
集

ま
っ
た
市
民
一
七
人
が
参
加
。始
め
に
、

組
合
員
が
見
本
を
示
し
た
後
、
参
加
者

が
実
際
に
公
園
内
の
ウ
メ
と
マ
ツ
の
剪

定
を
行
っ
た
。

同
組
合
で
は
、
二
年
に
一
度
、
同
教

室
を
開
催
し
て
お
り
、
今
回
で
三
回

目
。
無
料
で
プ
ロ
か
ら
技
術
を
学
べ
る

と
あ
っ
て
、
毎
回
、
好
評
を
得
て
い
る
。

自
前
の
剪
定
ば
さ
み
や
の
こ
ぎ
り
を

持
ち
込
む
参
加
者
が
ほ
と
ん
ど
で
、
我

が
家
の
庭
の
手
入
れ
に
す
ぐ
に
で
も
活

か
そ
う
と
、

組
合
員
の

指
導
に
真

剣
に
耳
を

傾
け
た
。

受
講
し

た
参
加
者

は
、「
参
考

図
書
に
は
載
っ
て
い
な
い
コ
ツ
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
木
の
一
部

を
見
る
の
で
は
な
く
、
全
体
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
剪
定
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
知
っ
た
。
自
分
た
ち
が
剪
定
し
た
木

が
、
今
後
、
ど
ん
な
姿
に
成
長
し
て
い

く
か
楽
し
み
」
と
語
っ
た
。

村
田
理
事
長
は
、「
庭
が
あ
る
家
が

減
っ
て
い
る
が
、
庭
づ
く
り
の
良
さ
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
こ
れ
か

ら
も
活
発
に
活
動
し
て
い
き
た
い
。
近

所
の
公
園
の
樹
木
を
管
理
し
て
く
れ
る

公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。
ま
た
、

指
定
管
理
者
と
し
て
一
〇
〇
を
超
え
る

市
内
の
公
園
管
理
を
行
う
立
場
で
、「
公

園
の
遊
具
や
ト
イ
レ
の
使
い
方
な
ど
マ

ナ
ー
が
悪
く
な
っ
て
い
る
。
気
持
ち
よ

く
み
ん
な
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
一
人

一
人
が
心
掛
け

て
ほ
し
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

中
央
会
は
、
こ
の
度
、
東
部
、
西
部

地
区
の
組
合
を
対
象
と
し
た
懇
談
会
を

そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。

二
月
九
日
に
は
、
伊
豆
東
海
岸
地
区

の
組
合
を
対
象
に
、「
魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
た
め
の
連
携
を
考
え
る
」
と

題
し
、
日
本
銀
行
静
岡
支
店
長
の
服
部

守
親
氏
に
よ
る
基
調
講
演
と
、
各
組
合

の
誘
客
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
貢
献
・
地
域

活
性
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
事

例
紹
介
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
伊
東
商
業
協
同
組
合

に
は
同
組
合
を
は
じ
め
、
熱
海
市
、
東

伊
豆
町
か
ら
一
〇
組
合
一
七
人
が
参
加
。

「
当
地
域
の
主
要
産
業
で
あ
る
観
光

業
が
潤
わ
な
い
と
雇
用
・
経
済
の
活
性

化
に
繋
が
ら
な
い
。
今
後
と
も
、
お
も

て
な
し
の
心
を
大
切
に
し
、
他
業
種
か

ら
の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
共
通
の

付
加
価
値
を
見
出
し
、
組
合
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
さ

ら
に
活
用
し
て

い
き
た
い
」
と

い
っ
た
意
見
が

出
さ
れ
た
。

ま
た
、
二
月
一
〇
日
に
は
、
浜
松
市
で

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ブ
ラ
ン
ド
化
の

た
め
の
懇
談
会
」
を
テ
ー
マ
に
、
主
に
地

域
資
源
の
食
品
開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に

取
り
組
む
四
組
合
が
参
加
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
う
な
ぎ
い
も
協
同
組

合
（
名
産
で
あ
る
う
な
ぎ
の
加
工
残
渣

を
用
い
て
栽
培
す
る
「
う
な
ぎ
い
も
」

の
商
品
開
発
を
行
う
組
合
）
の
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
を
行
う
岩
本
食
品
経
営
研
究

所�

岩
本�

知
氏
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
の

事
例
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

岩
本
氏
は
、「
ブ
ラ
ン
ド
化
に
は
他

の
商
品
と
差
別
化
を
図
り
、
そ
れ
を
顧

客
に
認
知
さ
せ
、
受
け
入
れ
て
も
ら
う

必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
高
い
品

質
を
保
ち
、
信
用
・
実
績
を
積
み
重
ね

て
い
く
事
が
重
要
と
な
る
」と
語
っ
た
。

中
央
会
で
は
、
今
後
も
組
合
間
連
携

の
強
化
や
地
域
資
源

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

け
、
助
成
事
業
を
活

用
す
る
な
ど
、
積
極

的
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

も
っ
と
知
っ
て
！
庭
づ
く
り
の
良
さ
！

市
民
参
加
の
﹁
剪
定
教
室
﹂
を
開
催

焼
津
環
境
緑
化
事
業
協
同
組
合

東
部
・
西
部
地
区
で
組
合
懇
談
会
を
開
催

情
報
共
有
を
図
り
組
合
連
携
や
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出
を
検
討

静
岡
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

▲村田理事長

▼伊豆東海岸地区懇談会の様子

▼組合員と当日の参加者

▲浜松で開かれた懇談会の様子
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議
院
議
員
岩
井
茂
樹
氏
は
、「
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
は
、
中
小
企
業
に
ま
で
波

及
し
て
い
な
い
。
好
評
の
も
の
づ
く
り

補
助
金
の
再
施
行
、
政
府
系
金
融
機
関

に
よ
る
低
金
利
融
資
な
ど
で
、
も
の
づ

く
り
中
小
企
業
の
発
展
を
後
押
し
し
た

い
」
と
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
た
。

式
典
で
は
、
組
合
創
立
に
尽
力
さ
れ

た
役
員
他
に
対
し
、
三
島
市
長
、
全
国

工
場
団
地
協
同
組
合
連
合
会
長
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
た
他
、
五
〇
周
年
を

記
念
し
て
制
定
さ
れ
た
「
三
島
工
業
団

地
マ
イ
ス
タ
ー
賞
」
と
し
て
、
九
人
の
組

合
員
企
業
の
従
業
員
が
表
彰
さ
れ
た
。

当
工
業
団
地
は
、
昭
和
三
九
年
設
立
。

現
在
、
組
合
員
は
三
〇
社
。
か
つ
て
は
、

共
同
受
配
電
事
業
を
核
に
、
組
合
員
へ

の
電
力
の
安
定
供
給
を
図
っ
て
い
た
が
、

平
成
二
六
年
度
、
東
京
電
力
に
全
面
移

管
し
た
。
異
業
種
な
ら
で
は
の
組
合
員

の
ニ
ー
ズ
を
反
映

し
、
様
々
な
テ
ー

マ
を
設
け
、
各
種

研
修
会
を
活
発
に

開
催
し
て
い
る
。

三
島
工
業
団
地
協
同
組
合
（
諏
訪
部

敏
之
理
事
長
）
は
、
二
月
一
三
日
、
三

島
市
内
の
ホ
テ
ル
で
組
合
創
立
五
〇
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
た
。

参
議
院
議
員
岩
井
茂
樹
氏
、
豊
岡
武

士
三
島
市
長
、
金
融
機
関
な
ど
の
来

賓
と
組
合
員
、
約
七
〇
人
が
参
列
し
、

五
〇
年
の
節
目
を
祝
っ
た
。

諏
訪
部
理
事
長
は
、「
創
立
四
〇
周

年
以
降
の
一
〇
年
を
振
り
返
り
、
ま
ず

頭
に
浮
か
ぶ
の
は
、
東
日
本
大
震
災
。

生
産
体
制
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
だ
け
で
な

く
、
原
発
事
故
に
よ
り
電
力
供
給
に
大

き
な
打
撃
を
受
け
た
。
当
組
合
も
、
こ

れ
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
の
主
事
業
で

あ
っ
た
共
同
受
配
電
事
業
の
廃
止
を
決

断
す
る
に
至
っ
た
。
今
後
は
、
組
合
と

組
合
員
が
さ
ら
に
成
長
で
き
る
よ
う
教

育
情
報
事
業
に
力
を
注
ぎ
、
経
営
基
盤

の
強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な

時
代
を
切
り

拓
い
て
い
き

た
い
」
と
挨

拶
し
た
。

来
賓
の
参

伊
豆
市
の
土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合

（
後
藤
一
之
理
事
長
）は
、二
月
一
四
日
、

地
域
の
観
光
名
所
”
恋
人
岬
“
で
「
バ

レ
ン
タ
イ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル
記
念
イ
ベ
ン

ト
」
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
ボ
ー
ド

ウ
ォ
ー
ク
（
遊
歩
道
）
と
展
望
デ
ッ
キ
の

愛
称
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
、
公
募
に
よ

り
選
ば
れ
た
カ
ッ
プ
ル
の
結
婚
式
、
郷
土

料
理
の
無
料
配
布
な
ど
、
多
彩
な
催
し

が
行
わ
れ
、多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
た
。

愛
称
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
か
ら

五
八
五
件
の
応
募
が
あ
り
、
福
井
県
に

住
む
池
田
ひ
と
み
さ
ん
の
「
手
を
つ
な

ぐ
み
ち
」
が
選
ば
れ
た
。
遊
歩
道
の
入

口
に
愛
称
を
記
し
た
プ
レ
ー
ト
が
設
置

さ
れ
、
除
幕
式
も
行
わ
れ
た
。

ま
た
、
公
募
で
選
ば
れ
た
伊
豆
市
在

住
の
石
川
恭
平
さ
ん
、
寛
子
さ
ん
ご
夫

妻
は
、
岬
の
先
端
に
あ
る
展
望
台
で
結

婚
式
を
挙
げ
た
。

大
勢
の
来
場
者

が
見
守
る
中
、
鳴

ら
す
と
幸
せ
に
な

れ
る
と
言
わ
れ
る

ラ
ブ
コ
ー
ル
ベ
ル
（
愛
の
鐘
）
を
二
人

で
鳴
ら
し
、大
き
な
歓
声
に
包
ま
れ
た
。

夫
の
恭
平
さ
ん
は
、「
天
気
も
良
く
、

富
士
山
が
と
て
も
き
れ
い
に
見
え
た
。

自
分
が
生
ま
れ
育
っ
た
思
い
出
の
地

で
、
素
晴
ら
し
い
結
婚
式
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
、
と
て
も
感
動
し
た
」
と
喜

び
を
語
っ
た
。

そ
の
他
、来
場
し
た
カ
ッ
プ
ル
に
は
、

土
肥
特
産
の
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
や
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
ド
レ
ス
で
の
記
念
撮

影
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、『
岬
の
先
端

で
愛
を
叫
ぶ
』
コ
ン
テ

ス
ト
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
終
日
、
会
場

は
明
る
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

後
藤
理
事
長
は
、「
恋
人
岬
の
お
蔭

で
、
土
肥
温
泉
に
は
若
い
観
光
客
が
増

え
た
。
露
天
風
呂
付
き
客
室
数
は
、
日

本
一
だ
と
自
負
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら

も
、
土
肥
の
魅
力
を
発

信
し
、
地
域
を
元
気
に

し
て
い
き
た
い
」
と
今

後
の
抱
負
を
語
っ
た
。

異
業
種
に
よ
る
多
角
的
連
携
で
新
た
な
時
代
を
切
り
拓
く
！

組
合
創
立
五
〇
周
年
の
節
目
を
祝
う
記
念
式
典
を
開
催

三
島
工
業
団
地
協
同
組
合

土
肥
の
観
光
名
所
”恋
人
岬
“が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
記
念
に
残
る
結
婚
式
な
ど
を
開
催

土
肥
温
泉
旅
館
協
同
組
合

▼展望デッキで行われた結婚式

◀リニューアルされた遊歩道

◀�諏訪部敏之
理事長（中央
会会長）

▲�

祝
賀
会
で
は
記
念
コ
ン

サ
ー
ト
も
行
わ
れ
た
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（平成27年1月の情報連絡員月次景況調査より）
静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員60名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

業界の声 対象17業種より抜粋

■製造業
・		水揚量も減少する中、地元水産業界の構造的不況は、まだまだ先
が見えない状況。冷蔵部門などで電力料金値上げが大きな負担
となっている。（水産食料品）
・		新年になり１ヶ月が経過したが大した状況の変化はない。今年
も製品安・原料高で推移しそうな雰囲気だが、重油の値下がりな
どのプラス要因もある。（水産食料品）
・		受注が減少傾向で、廃業する織屋も出ている。（織物業）
・		１月は特に稼働率が低下し、経常収益も厳しくなる。（木材・木製
品製造業）
・		家庭紙関係も平成27年の２月以降春先くらいまでに値上げへの
動きが出てきている。（パルプ・紙・紙加工品）
・		売上高の減少、在庫数量の増加は、ダンプ不足の一因となってい
る。（骨材・石工品等製造業）
・		軽自動車メーカーは好調のようだが、二次・三次下請けにはそこ
まで実感の湧かない１年だった。（金属製品）
・		円安により自動車・家電メーカーは利益が昨年度を上回ってい
るようだが、中小企業には関係ないといった現状。原油の値下げ
は一時期より50％近く下がったが、電気料金に対しては反映さ
れていないようである。（生産用機械器具）
・		当面の仕事量は確保しているものの、年明け後、一部組合員にお
いて引き合いが減少しており、夏場以降の売上ダウンへの影響
が危惧される。（生産用機械器具）
・		自動車部品メーカーの生産は、国内新車販売台数の落ち込みが
続いているため、減少している。（輸送用機械器具）
・		昨年と比較すると、販売が伸び悩んでおり、生産も減少してい
る。（輸送用機械器具）
・		新年になっても業界の状況に変化は感じられない。（漆器製造業）

■非製造業
・		公共工事は、山間部の治山・法面工事等が昨年に比べて大幅に減
少。民間工事も依然として低調。出荷量は４ヶ月連続で前年を下
回った。（セメント卸）
・		組合員から３月中に撤退する意向が示された。（各種商品卸）

・		厳しい状況であるが、勉強会を実施する運びとなった。（機械器
具小売）
・		昨年まで物販が主流の電気店と比較し、リフォーム事業に取り
組んでいる組合員は、売上を確実に伸ばしており、地域密着の本
領が十分発揮されている。（機械器具小売）
・		１月のイベントでは1,100人近くの来場者に来ていただいた。商
店からも好評なことから、来年度もイベントを開催したいと考
えている。（商店街）
・		初売り（元日）は、雪の影響で閉店時間が早まり、１日・２日と売上
を大きく落とした。１ヶ月を通して厳しい状況であった。（商店街）
・		１月４日に久能山東照宮とコラボして、新春イベントを実施。お
正月の商店街の賑わいを創出することが出来た。（商店街）
・		寒さのせいもあるのか、この時期は特に商店街を歩く人影が少
ない。売上が減少傾向にある店が多い中で、飲食店は比較的に安
定している。（商店街）
・		相続税の課税強化等から、不動産の余剰・価格低下の可能性は
100％といった感じである。（不動産取引）
・		中旬から下旬が悪い。（宿泊業）
・		長らく人材不足の状態が続いている中で、全体的な需給バラン
スは取れているが、地元を中心に先の見通しに若干力弱い動き
が出始めている。（情報サービス）
・		求人（パート）の反応が悪い状態が続いている。（ビルメンテナンス業）
・		組合員事業所では、残念ながらアベノミクスの恩恵を受けてい
ないようで、厳しい状況が続いている。（総合工事）
・		人手不足が深刻化。中小企業の売上高は伸び悩んでいる。（総合工事）
・		業者間の格差が広がっているように思われる。（電気工事）
・		荷動きは低調で、昨年に比べてトラックの稼働率が下がってい
る。軽油価格は昨年に比べて、１リットル当り30円程度値下がり
しており、収益面が若干改善している。（道路貨物運送）
・		１月は稼働日数も少なく、売上高は減少となった。燃料価格が値
下げとなってきたが、それ以外のコストアップにより収益状況
は悪化している。（道路貨物運送）
・		原油価格の下落に伴い、軽油価格が大きく下がった。飲料関係の
輸送は、昨年同月比７％程の減少。今後の輸送がどのようになる
か予想がつかない。（道路貨物運送）

〈総会シーズンに備えて〉

「総会終了後の事務手続きに関する講習会」開催のご案内
主催：静岡県中小企業団体中央会

日　  時 （東部）平成27年4月23日（木）14：00～16：00
（中部）平成27年4月24日（金）14：00～16：00
（西部）平成27年4月22日（水）14：00～16：00
※いずれも質疑応答を含んだ時間です。

会　  場 （東部）沼津リバーサイドホテル 3階「香陵」 沼津市上土町100-1
（中部）静岡県産業経済会館 3階「大会議室」 静岡市葵区追手町44-1（中央会のある会館の3階）
（西部）アクトシティ浜松 コングレスセンター 44会議室　浜松市中区板屋町111-1　　
※各会場とも駐車場がございませんので、公共交通機関等をご利用ください。

定　  員 （東部）30人　（中部）144人　（西部）48人
※各会場とも定員になり次第締め切りとさせていただきます。

内　  容 総会終了後の事務手続きに関する講習
講師：中央会 指導員

◇詳細につきましては、後日、文書にてご案内申し上げます。
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H18.2.1 H19.2.1 H20.2.1 H21.2.1 H22.2.1 H23.2.1 H24.2.1 H25.2.1 H26.2.1

主要三指標DI値推移（過去10年間）

〇平成27年１月のDI値を前月と比較すると、「設備操業度」は11月から３ヶ月連続、「雇用人員」は前月から２ヶ月
連続で悪化。前月回復傾向にあった「売上高」「販売価格」「資金繰り」は今月悪化している。

〇「製造業」は、前月との比較で「在庫数量」「販売価格」等の５項目で改善したが、全項目で前年同月を下回っ
ている。自由回答でも、各業種において状況改善に関する報告はなく、低迷する景気状況に苦慮する状態が
続いている。

〇「非製造業」は、前月との比較で「売上高」「販売価格」「収益状況」「資金繰り」「業界の景況」が悪化している。
自由回答では、各業種で売上の減少との報告が寄せられた。また、サービス業や建設業では人材不足が続い
ている。

概　況

総務省が1月30日に発表した2014年12月の2人以上世帯の家計調査によると、1世帯当たりの消費
支出は332,363円で、物価変動を除いた実質で前年同月比3.4％減となり、消費税増税後9ヶ月連続の
マイナスとなった。
また、静岡県が同日発表した1月の消費者物価指数は102.4で、前年同月比2.0％増となったが、前月
比では0.5％減と3ヶ月連続で前月の指数を下回る結果となっている。
連絡員からの1月期回答をみると、水産食料品では「電力料金値上げが大きな負担」「大した状況の変
化はない」、道路貨物運送では「燃料価格は下がったがそれ以外のコストアップで収益悪化」「今後の
予想がつかない」などの回答が寄せられ、県内における業界の景況は全体的に低調な状態が続いて
いる。

DI値の推移 ※DI値 ＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

売上高 在庫数量 販売価格 取引条件 収益状況 資金繰り 設備操業度 雇用人数 業界の景況

H27.1 －45.0 －7.2 －8.3 －11.6 －45.0 －26.6 －39.3 －18.4 －46.6

DI値

H26.12 －30.0 14.3 －1.7 －16.7 －45.0 －18.3 －28.5 －16.7 －46.7

H26.12→H27.01 －15.0↓ －21.5↓ －6.6↓ 5.1↑ ±0.0→ －8.3↓ －10.8↓ －1.7↓ 0.1↑

＋0.1以上･･･ 　± 0.0～－10.0･･･ 　－10.1～－20.0･･･ 　－20.1～･･･ 　なお、「在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好転を示している。
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静岡労働局からのお知らせ

高校生の就職内定状況（平成26年12月末現在）

静岡県の外国人雇用届出状況（平成26年10月末現在）

職業安定課 
℡054-271-9968

職業対策課
℡054ｰ271ｰ9970

　外国人雇用状況の届出制度は、雇用対策法に基づき、外国人労働者の雇用管理の改善や再就職支援などを
図ることを目的とし、すべての事業主に、外国人労働者（特別永住者及び在留資格「外交」・「公用」の者を除く。
以下同じ。）の雇入れ又は離職の際に、当該外国人労働者の氏名、在留資格、在留期間等について確認し、厚
生労働大臣（ハローワーク）へ届け出ることを義務付けています。このたび、平成26年10月末現在の届出状況を
集計しましたので、その概況をお知らせします。

【ポイント】
○ 外国人労働者を雇用している県内事業所数は4,860事業所。前年同期と比較すると207事業所、4.4%の増加に転じた。
  また、県内の外国人労働者数は37,992人で、前年同期と比較すると366人、1.0%の増加に転じた。
  事業所数は全国で7番目（上位は、東京・愛知・大阪・神奈川・埼玉・千葉）、外国人労働者数は全国で5番目（上位は、東
京・愛知・神奈川・大阪）。

○ 国籍別外国人労働者数は、ブラジルが最も多く14,627人で、外国人労働者全体の38.5％。次いで中国、フィリピンの順で、そ
れぞれ6,513人（同17.1％）、6,490人（同17.1％）。

○ 県内で労働者派遣・請負事業を行っている事業所のうち、外国人を雇用しているのは1,219事業所で、外国人雇用事業所全
体の25.1％であった。また、派遣・請負事業所で就労する外国人労働者は18,795人で、県内の外国人労働者全体の49.5％で
あった。外国人労働者の派遣・請負割合は2番目。（上位は、滋賀）全国平均22.7%。

○ 産業別でみると外国人労働者を雇用する事業所数・外国人労働者数は、製造業が最も多く、割合では事業所数は43.3％、労
働者数は50.9％。

○ 県内地区別における外国人労働者を雇用する事業所数及び外国人労働者数は、西部地区が最も多く、県内全体に占める割
合では事業所数は47.8％、労働者数は56.1％となっている。また、中部地区では同24.9％、22.0％、東部地区では、同
27.3％、21.9％となっている。

　高校生の就職内定状況（平成26年12月末現在）
職業安定課

℡054-271-9968

高校生の就職内定率　前年比＋2.7の92.0％（12月末時点）

　静岡労働局が平成27年3月高等学校新規卒業予定

者の就職内定状況を調査したところ、平成26年12月末

現在の県内高校生の就職内定率は92.0％で、前月末

（87.5％）に比べ4.5ポイント上昇、前年同期（89.3％）に

比べ2.7ポイント上回りました。

　地域別に見ると、東部地区は同3.2ポイント増の

91.3％、中部地区は同2.７ポイント増の91.1％、西部地

区は同2.3ポイント増の93.2％でした。

　求人数（前年同期＋26.5％増）、求人倍率（前年同期

＋0.26ポイント）も大幅に改善しています。

◇就職内定率や求人数等で昨年度より大幅な改善が

みられますが、引き続き、ハローワークにおいて、学校

と連携し未就職生徒に対する「学卒ジョブサポーター」

による就職支援（職業相談・職業紹介個別求人開拓、

求人情報の提供等）を実施していきます。

　静岡県の外国人雇用届出状況（平成26年10月末現在）
職業対策課

℡054ｰ271ｰ9970

静岡労働局からのお知らせ
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　外国人雇用状況の届出制度は、雇用対策法に基づき、外国人労働者の雇用管理の改善や再就職支援などを
図ることを目的とし、すべての事業主に、外国人労働者（特別永住者及び在留資格「外交」・「公用」の者を除く。
以下同じ。）の雇入れ又は離職の際に、当該外国人労働者の氏名、在留資格、在留期間等について確認し、厚
生労働大臣（ハローワーク）へ届け出ることを義務付けています。このたび、平成26年10月末現在の届出状況を
集計しましたので、その概況をお知らせします。

【ポイント】
○ 外国人労働者を雇用している県内事業所数は4,860事業所。前年同期と比較すると207事業所、4.4%の増加に転じた。
  また、県内の外国人労働者数は37,992人で、前年同期と比較すると366人、1.0%の増加に転じた。
  事業所数は全国で7番目（上位は、東京・愛知・大阪・神奈川・埼玉・千葉）、外国人労働者数は全国で5番目（上位は、東
京・愛知・神奈川・大阪）。

○ 国籍別外国人労働者数は、ブラジルが最も多く14,627人で、外国人労働者全体の38.5％。次いで中国、フィリピンの順で、そ
れぞれ6,513人（同17.1％）、6,490人（同17.1％）。

○ 県内で労働者派遣・請負事業を行っている事業所のうち、外国人を雇用しているのは1,219事業所で、外国人雇用事業所全
体の25.1％であった。また、派遣・請負事業所で就労する外国人労働者は18,795人で、県内の外国人労働者全体の49.5％で
あった。外国人労働者の派遣・請負割合は2番目。（上位は、滋賀）全国平均22.7%。

○ 産業別でみると外国人労働者を雇用する事業所数・外国人労働者数は、製造業が最も多く、割合では事業所数は43.3％、労
働者数は50.9％。

○ 県内地区別における外国人労働者を雇用する事業所数及び外国人労働者数は、西部地区が最も多く、県内全体に占める割
合では事業所数は47.8％、労働者数は56.1％となっている。また、中部地区では同24.9％、22.0％、東部地区では、同
27.3％、21.9％となっている。

　高校生の就職内定状況（平成26年12月末現在）
職業安定課

℡054-271-9968

高校生の就職内定率　前年比＋2.7の92.0％（12月末時点）

　静岡労働局が平成27年3月高等学校新規卒業予定

者の就職内定状況を調査したところ、平成26年12月末

現在の県内高校生の就職内定率は92.0％で、前月末

（87.5％）に比べ4.5ポイント上昇、前年同期（89.3％）に

比べ2.7ポイント上回りました。

　地域別に見ると、東部地区は同3.2ポイント増の

91.3％、中部地区は同2.７ポイント増の91.1％、西部地

区は同2.3ポイント増の93.2％でした。

　求人数（前年同期＋26.5％増）、求人倍率（前年同期

＋0.26ポイント）も大幅に改善しています。

◇就職内定率や求人数等で昨年度より大幅な改善が

みられますが、引き続き、ハローワークにおいて、学校

と連携し未就職生徒に対する「学卒ジョブサポーター」

による就職支援（職業相談・職業紹介個別求人開拓、

求人情報の提供等）を実施していきます。

　静岡県の外国人雇用届出状況（平成26年10月末現在）
職業対策課
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「しずおか就職net」登録受付開始！

〜大学等に進学する高校卒業生や保護者の方も
登録できるようになりました〜

■しずおか就職netとは
静岡県が運営する就職情報サイト。就職面接会の

日程、県内企業の概要や採用情報等、就職活動に役
立つさまざまな情報を検索できます。
大学等入学時という早い時期から登録いただくこ

とで、県内の最新話題スポットやイベントなど、静岡
県に関する様々な情報を継続して入手できます。
また、保護者の方には、県内企業の魅力などをお
伝えしていきます。

メールアドレスを登録していただくと…
①県内の話題を定期的にお届け！
②県主催イベントをいち早くご案内！
③県内企業の魅力アレコレを随時配信！

＊�企業の皆様、就活生に企業のことを知ってもらう�
１つのツールとして、企業情報の登録をお願いしま
す。（登録料無料）。

☆まずは検索！！

http：//www.koyou.pref.shizuoka.jp

「学生の皆様へ」、「保護者の皆様へ」をクリック
→�→新規登録�→�→登録完了（IDをメール受信）

＊スマートフォンでも登録できます。

【お問い合わせ】
静岡県雇用推進課　TEL：054-221-3575

静岡県を元気にするシニアセミナー
参加者募集！

SBSラジオパーク2015のイベントの中で開催！
〜シニアが働き、学び、躍動する時代〜

健康長寿日本一の静岡県。
いつまでも健やかに社会の一員として活躍するこ

と、幸せに暮らすことを共に考えます。
●日　時　3月22日（日）　11：00〜12：00
●会　場　江﨑ホール（静岡市葵区七間町8-20）
●内　容
�仕事も含め、セカンドキャリアを謳歌しているシニ
アの方をお招きしてパネルディスカッションを行い
ます。

●出演者
司　　　会� 長﨑　一朗　氏
パネリスト� 諏訪部敏之　氏
�� 石川　昌孝　氏
�� 一般シニア代表

●定　員　120名（先着順）
●費　用　無料
●その他
�どなたでも入場できます。下記内容をご確認のうえ、
お申し込みください。

【お問い合わせ】
SBSラジオ（主催者）電話054-284-8962
平日9：00〜17：00

【お申込み】
ファックス、ハガキ又はメールで「静岡県を元気
にするシニアセミナーに応募」と明記のうえ、①
郵便番号②住所③氏名④年齢⑤電話番号⑥参加す
る方のお名前を記入し、SBSラジオまでお送りくだ�
さい。
F�A�X：054-284-9021
ハガキ：〒422-8680
� SBSラジオ「シニアセミナー」係宛て
メール：radio@digisbs.com

【締め切り】3月16日（月）必着
※締切後、参加券をお送りいたします。
※当日は参加券をご持参ください。
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静岡県青年中央会
会長

島田鉄工協同組合
青年部 島田鉄友会
櫻井 洋一
桜井資源株式会社
代表取締役
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最
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思
い
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今月号の取材で、焼津市の造園組合主催の剪
定教室に参加させていただきました。
剪定ばさみと植木ばさみの違いも判らないレ
ベルの私には、剪定に際し、どの枝を切り、どの
枝を残すかなどを理解するのはとても難しい作業
でした。一方、プロが仕上げたウメの木は、実に
清々しく、木自身が喜んでいるかのように美しかっ
たのが印象に残りました。「剪定は、今の姿を見
るのではなく、将来の姿を想像して手を添えてあ

げること」。どの業界でも、長年の苦労に裏打ち
されたプロの言葉は身に沁みます。
当日は、1月末日と寒さが厳しい日でしたが、

ウメの木には、既につぼみが膨らみ、かわいらし
い花が咲いているものもちらほら。
今月号の表紙も色鮮やかな「紅ほっぺ」。バレ

ンタインには、“恋人岬” で行われた結婚式の取
材にも伺いました。ポカポカ、ワクワク、ほっこり
と春はすぐそこまで来ています。� （押尾）

読者プラザ
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